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玖
珠
町
が
進
め
て
き
た
「
地

域
公
共
交
通
」
見
直
し
計
画
に

よ
る
、
交
通
空
白
地
域
に
対
応

す
る
た
め
の
「
ふ
れ
あ
い
福
祉

バ
ス
」
の
実
証
運
行
が
、
十
一

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

月
曜
日
運
行
の
「
大
隈
線
」

と
「
山
田
線
」
は
十
一
月
一
日

（
月
）
に
、
金
曜
日
運
行
の

「
小
田
線
」
は
十
一
月
五
日

（
金
）
に
そ
れ
ぞ
れ
、
出
発
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出

発

式

で

は
、
地
元
利
用

者
か
ら
花
束
の

贈
呈
が
さ
れ
、

朝
倉
町
長
な
ど

に
よ
り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
た
後
、
乗
客
を
乗
せ
た
バ
ス

が
出
発
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
中
心
部
を
一
時
間

毎
に
運
行
す
る
「
ま
ち
な
か
循

環
バ
ス
」
は
、
十
月
か
ら
既
に

運
行
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

買
い
物
や
通
院
な
ど
生
活
の

足
と
し
て
、
皆
さ
ん
是
非
ご
利

用
下
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
催
の
団
塊

講
座
で
は
、
十
月
に
気
象
に
つ

い
て
の
公
開
講
座

を
開
催
、
大
分
気

象
協
会
の
橋
本
正

幸
氏
を
講
師
に
、

「
変
わ
り
ゆ
く
大

分
の
気
象
」
と
題

し
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

今
年
の
夏
は
、

玖
珠
町
が
日
本
一

暑
い
町
と
し
て
数
回
ニ
ュ
ー
ス

に
登
場
し
ま
し
た
が
、
今
年
の

真
夏
日
の
日
数
は
七
十
七
日
と

こ
れ
ま
で
で
最
多
、
ま
た
地
球

温
暖
化
に
よ
り
百
年
後
に
は
、

気
温
が
２
度
位
上
昇
す
る
ら
し

く
、
今
年
の
夏
の
暑
さ
は
、
百

年
後
の
夏
に
匹
敵
す
る
暑
さ
だ

っ
た
そ
う
で
す
。

講
師
の
橋
本
氏
は
、
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
で
方
言
な
ど
を
交
え

た
天
気
予
報
で
お
馴
染
で
す

が
、
講
演
中
も
ジ
ョ
ー
ク
を
交

え
な
が
ら
、
気
象
変
化
へ
の
対

応
や
天
気
予
報
の
見
方
な
ど
に

つ
い
て
、
わ
か
り
易
く
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
講
演
は
十
月
の
下
旬
に

開
催
さ
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の

時
の
橋
本
氏
の
予
報
ど
お
り
、

十
一
月
中
旬

か
ら
急
に
寒

く
な
り
、
今

年
の
秋
は
短

か
か
っ
た
よ

う
で
す
。

くすふれ愛だより１２月号
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平成２２年秋の全国火災予防週間

に合わせて、南部方面隊第３３部が、

山田東自治区を対象として、巡回消

火器訓練を実施しました。

まず、消火器の使い方を説明し、

その後訓練用消火器を使い参加者全

員が訓練を受け、最後に実際の消火

器をどのように使い消火されるのか

を体験しました。

第３３部長の井上さんから「近年

の消防団は、皆会社勤めです。火災

は夕方に発生が多く、初期消火が大

切になってきます。実際に消火器を

使用し、万が一火災が発生した場合

は冷静な対応をお願いします」と、

参加者１００名に挨拶がありました。

南部方面第３３部では、これから

も地域の人達と交流を

持ち、東区から火災を

出さないよう啓発活動

を行っていきます。

生
活
の
足

ふ
れ
あ
い
福
祉
バ
ス
発
車
！

今
年
の
夏
は

百
年
後
の
暑
さ
！

団塊公開講座
「大分の気象」

天気予報で使われ
る時間帯について
○未明

０時～３時

○明け方
３時～６時

○朝
６時～９時

○昼前
９時～１２時

○昼過ぎ
１２時～１５時

○夕方
１５時～１８時

○夜のはじめ頃
１８時～２１時

○夜遅く
２１時～２４時

大隈線出発式のようす

火災は初期消火が大切！ 山田東区で消火器訓練


